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平
成
24
年
度 

第
13
回
卒
業
式

宮
城
大
学
と
ベ
ト
ナ
ム

ベ
ト
ナ
ム
は
2
0
1
2
年
推
計
で

9
0
3
8
万
8
千
人
の
人
口（
世
界
第
13
位
）

を
有
し
、
こ
こ
数
年
急
速
な
発
展
を
遂
げ
て

い
ま
す
。
平
均
年
齢
28
歳（
ち
な
み
に
日
本

は
44
・
6
歳
）と
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち

溢
れ
た
こ
の
国
で
は
人
口
・
経
済
成
長
に
よ

る
需
要
に
応
え
る
た
め
海
外
教
育
機
関
と
の

協
働
を
進
め
て
お
り
、
本
学
も
そ
の
一
翼
を

担
え
れ
ば
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
2
0
1
1
年
12

月
よ
り
5
回
ほ
ど
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
れ
る
機
会

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
実
は
今
こ
の
原
稿
も
フ

エ
で
執
筆
し
て
い
ま
す
。

第
2
回
リ
ア
ル
・
ア
ジ
ア（
ベ
ト
ナ
ム
研

修
）プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
学
生
6
人
と
共
に
再

び
ベ
ト
ナ
ム
の
地
を
訪
れ
て
お
り
、
ホ
ー
チ

ミ
ン
、
ダ
ラ
ッ
ト
、
ホ
イ
ア
ン
、
ダ
ナ
ン
を

歴
訪
し
フ
エ
に
入
り
ま
し
た
。
充
実
し
た
研

修
内
容
の
一
つ
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ダ
ナ
ン
よ
り
南
西
へ
約
80
km
の
山
岳
地

域
に
住
む
少
数
民
族
カ
ト
ゥ
ー
族
を
訪

問
し
ま
し
た
。
伝
統
舞
踊
で
迎
え
入
れ

ら
れ
た
我
々
一
行
は
、
民
族
衣
装
を
お
借
り

し
民
族
舞
踊
を
教
わ
っ
た
り
、
郷
土
料
理
を

味
わ
っ
た
り
と
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

留
学
は
人
生
を
変
え
う
る
、
学
生
時
代
の

今
こ
そ
挑
戦
し
て
ほ
し
い
経
験
の
一
つ
で

す
。
一
生
涯
の
友
人
を
作
り
、
語
学
力
を
向

上
さ
せ
、
視
野
を
広
げ
、
異
文
化
に
触
れ
、

自
国
の
文
化
を
再
認
識
し
、
自
己
認
識
力
を

鍛
え
る
こ
と
が
で
き
る
素
晴
ら
し
い
機
会
で

あ
る
こ
と
を
認
識
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
本
学
学
生
に
と
っ
て

国
際
社
会
で
活
躍
し
成
功
す
る
た
め
に
必
要

な
知
識
、
能
力
、
経
験
を
得
る
好
機
と
な
る

よ
う
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
温
か
な
ご
支
援

と
ご
理
解
を
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

（
国
際
交
流
・
留
学
生
セ
ン
タ
ー
長

　

テ
ィ
モ
シ
ー
・
J
・
フ
ェ
ラ
ン
）

　

平
成
24
年
度
卒
業
式
が
3
月
19
日
、
宮
城
大
学
講
堂
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
保
護
者
、
来
賓
、
大
学
関
係
者
が
見
守
る
中
、
学
部

生
4
2
1
人
、
大
学
院
生
41
人
の
合
わ
せ
て
4
6
2
人
が
社
会
へ

と
巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

西
垣
克
学
長
は
式
辞
で「
大
学
に
お
け
る
教
育
課
程
を
修
了
し

ま
し
た
が
、
長
い
人
生
に
お
い
て
学
ぶ
こ
と
に
終
わ
り
が
な
い

と
い
う
こ
と
を
深
く
自
覚
し
て
、
生
き
て
い
る
限
り
学
び
続
け
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
望
み
ま
す
。
今
日
か
ら
新
た
な
気
持
ち

で
学
び
直
し
を
始
め
、
こ
の
震
災
の
語
り
部
と
し
て
さ
ら
に
震
災

を
乗
り
越
え
て
き
た
強
い
意
志
を
持
っ
た
人
間
と
し
て
、
新
た
な

世
界
へ
勇
飛
し
て
旅
立
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
述
べ
、
卒
業
生

を
激
励
し
ま
し
た
。

　

県
議
会
開
催
中
の
た
め
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
に
代
わ
っ
て
出

席
い
た
だ
い
た
三
浦
秀
一
副
知
事
か
ら
は「
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
が

進
ま
れ
る
道
は
、
平
坦
な
道
ば
か
り
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
は
、
宮
城
大
学
で
身
に
つ
け
た『
知
識
』や『
技
術
』、『
思
考
力
』

と『
行
動
力
』を
基
に
研
鑽
を
積
ま
れ
、
人
生
に
お
い
て
急
峻
な
道

に
さ
し
か
か
っ
た
と
き
も
、
委
縮
す
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
な
る

飛
躍
の
好
機
と
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
」と
知
事
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

卒
業
生
を
代
表
し
て
食
産
業
学
部
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
の
白
鳥

舞
さ
ん
は「
卒
業
後
は
、
社
会
に
で

る
者
・
研
究
を
続
け
る
者
、
皆
そ

れ
ぞ
れ
に
違
う
道
を
進
み
ま
す
が
、

本
学
で
学
べ
た
こ
と
を
礎
に
社
会

に
貢
献
し
、
誇
り
を
も
っ
て
精
進

を
重
ね
て
参
り
ま
す
」と
社
会
人
と

し
て
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
後
は
恒
例
と
な
っ
た
中
央
階

段
で
の
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
大

学
生
活
最
後
の
思
い
出
が
写
真
に

納
め
ら
れ
ま
し
た
。

宮
城
大
学
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み

4
6
2
人
、

さ
っ
そ
う
と
社
会
へ

カトゥー族のみなさんと

ホーチミン中央郵便局の前で記念のジャンプ
（12月リサーチ隊）



2
月
22
日
か
ら
27
日
ま
で
、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
に

お
い
て
、
卒
業
研
究
・
制
作
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン

情
報
学
科
で
デ
ザ
イ
ン
情
報
学
を
学
ん
だ
学
部
生
64
人
と
、
事

業
構
想
学
研
究
科（
博
士
課
程
前
期
）で
事
業
構
想
学
を
学
ん

だ
大
学
院
生
7
人
が
、
1
年
間
の
成
果
を
展
示
し
、
会
期
中

6
4
5
人
と
い
う
多
く
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

都
市
的
ス
ケ
ー
ル
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
や
建
築
の
デ
ザ
イ

ン
、
玩
具
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
学
生
の
皆
さ

ん
が
制
作
の
テ
ー
マ
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
対
象
は
さ
ま
ざ
ま
。

そ
の
中
で
、
異
彩
を
放
っ
て
い
た
の
が
情
報
デ
ザ
イ
ン
の
コ
ー

ナ
ー
で
し
た
。
最
新
の
情
報
技
術
を
用
い
た
展
示
は
、
さ
な
が

ら
実
験
室
の
よ
う
で
し
た
が
、
内
容
は
仮
想
空
間
に
お
い
て
面

白
い
体
験
が
で
き
る
、
親
し
み
や
す
い
も
の
で
し
た
。
こ
の
よ

う
な
卒
業
研
究
・
制
作
展
は
、
多
様
な
学
問
領
域
を
も
つ
デ
ザ

イ
ン
情
報
学
科
の
実
態
を
知
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
大
学
の
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
、
高
校
に
も

案
内
す
る
な
ど
、
組
織
的
に
運
営
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。
来

年
の
卒
業
研
究
・
制
作
展
も
、
優
れ
た〝
情
報
の
発
信
地
〞と
言

え
る
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
開
催
し
ま
す
。（
平
成
26

年
2
月
21
日
〜
26
日
の
予
定
）

（
デ
ザ
イ
ン
情
報
学
科
助
教　

相
模
誓
雄
）

デ
ザ
イ
ン
情
報
学
科 

卒
業
研
究
・
制
作

昨
年
の
3
月
に
食
産
業
学
部
を
卒
業
し
、
10

月
に
事
務
職
員
と
し
て
母
校
に
戻
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

食
産
業
学
部
で
の
学
生
時
代
は
、
活
動
の
ほ

と
ん
ど
に
食
が
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
2

年
生
の
頃
に
参
加
し
た
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
の
商
品
開
発
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
チ
ー
ム
の
仲
間
と
案
を
練
り
、
企
業
の
方

の
前
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
を
経
て
自

分
た
ち
が
企
画
し
た
案
が
商
品
化
さ
れ
た
と
き

の
達
成
感
は
大
き
な
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
友
人
は
も
ち
ろ
ん
、
先
生
方
と
一
緒
に

活
動
す
る
時
間
が
と
て
も
多
い
日
々
で
し
た
。
大

学
時
代
の
友
人
や
先
生
方
と
は
、
今
で
も
休
日
に

会
っ
た
り
大
学
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
一
緒
に
出

掛
け
た
り
と
、楽
し
い
時
間
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
の
事
務
部
学
務
課

教
務
第
一
グ
ル
ー
プ
で
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
時
間
割
調
整
や
履
修
登
録
、
成
績
管

理
な
ど
の
細
か
な
チ
ェ
ッ
ク
作
業
に
加
え
、

講
義
室
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
入
試
の
会
場

設
営
な
ど
で
は
、
体
を
動
か
す
作
業
も
多

く
あ
り
ま
す
。
日
頃
、
仕
事
に
取
り
組
む

中
で
、
先
生
方
や
先
輩
職
員
の
細
や
か
な

気
づ
き
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
大
学
職
員
の
仕
事
は
、
ル
ー

テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
を
こ
な
す
だ
け
で
な
く
、
臨
機
応

変
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
事
も
多
く
、
大
変
助

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
も
こ
の「
気
づ
き
」を
心
が

け
な
が
ら
仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

宮
城
大
学
は
、
カ
ラ
ー
の
違
う
3
学
部
が
あ

る
た
め
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
研
究
活
動
や
課
外
活

動
の
様
子
を
目
に
す
る
た
び
、
い
つ
も
新
た
な
発

見
が
あ
り
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
何
よ
り

も
、
学
生
の
将
来
に
か
か
わ
る
こ
の
仕
事
は
、
責

任
の
重
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
だ
と
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。　

働
き
始
め
て
半
年
が
経
と
う
と
す
る
今
で
も
、

毎
日
新
た
な
仕
事
を
覚
え
る
こ
と
で
必
死
で
す

が
、
学
生
や
先
生
方
と
と
も
に
宮
城
大
の
未
来
を

作
っ
て
い
く
一
員
と
し
て
、
精
一
杯
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

在
校
生
、
卒
業
生
、
教
職
員
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
宮
城
大
学
に
関
わ
っ
て
い

る
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
思
い
で
つ
な
ぐ「
絆
」。
9
回
目
に
登
場
い
た
だ
く
の
は
、
昨
年
、

食
産
業
学
部
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
を
卒
業
し
、
宮
城
大
の
職
員
と
な
っ
た
藤
本
明
希

さ
ん
で
す
。
社
会
人
と
し
て
歩
み
始
め
た
藤
本
さ
ん
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す

「
気
づ
き
」の
大
切
さ
を
感
じ
る
日
々
で
す

フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
4
期
生（
H
2
3
年
度
卒
）　

藤
本 

明
希ちょうど1年前、沖縄で学生時代最後の旅を満喫し

ていました。

力
作
揃
え
71
人
展

ポスター

プロダクトデザインの作品 空間デザインの展示コーナー 情報デザインの展示コーナー



オレゴン大学を卒業して３年
目の5月、勤めていたランドス
ケープ・デザイン事務所から車
で15分ほど離れた、歴史ある美
しい町・ティブロンに住むこと
になった。晴れた日は、この町
の南側からサンフランシスコ湾
を隔てて、対岸に白く輝くサ
ンフランシスコの町が良く見え
た。パラダイス・ドライブは、
ティブロン東側を通る道路の名称である。走る車から眺める緑地や水
辺は、パラダイスを感じさせる美しい景観が広がっていた。
このパラダイス・ドライブからサンフランシスコ湾の水辺まで、敷
地面積約5,000坪にある大邸宅のゲストルームを借りることが出来
た。その条件として、週末に敷地内のコートで家主のテニス仲間達と
プレイすること、そして菜園や果樹園の庭仕事を手伝うことをOKし
たからだった。いっぷう変わったこの家は、本物のバージ（野菜運搬
用の平底船）を砂浜に固定し、その上にコテージ風の平屋を建てたユ
ニークなデザインだった。この家に住み始めて数週間が経ったある夜、
ドスンという音と振動で目が覚めた。窓の外を覗くと船底の周りが流
木で溢れ、たくさんの丸太が船底にぶつかっては波に大きく揺れてい
た。そのため、海が荒れる度に砂浜に打ち上げられた流木拾いや、傷

んだ船底の修理など家修理な
らぬ船修理を頼まれていた。
ゲストルームの大きな窓に
映るサンフランシスコ湾から
昇る朝日や沈む夕日に、まる
で映画のワンシーンを観てい
るような錯覚を覚えた。夜の
漁火もロマンチックで、一人
飲むワインが勿体なく感じた
こともあった。船底に保管し
てあるワインをどんな大和撫
子と一緒に飲めるのか…、と
思いを馳せた。
その夏、この部屋を訪れた
女性と、今も一緒に暮らして
いる！

食産業学部教授
　森山雅幸パラダイス・ドライブ

後
援
会
は
、
発
足
か

ら
今
年
度
で
15
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
会
員
の

み
な
さ
ま
に
後
援
会
活
動

や
学
生
の
活
躍
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
10
年
目
の

2
0
0
9
年
3
月
に「
息

吹
」を
発
刊
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
そ
の
後

の
5
年
間
の
活
動
を
中
心
に
記
し
た
、
後
援
会

15
年
の
あ
ゆ
み「
息
吹
Ⅱ
」を
発
刊
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

編
集
に
当
た
り
、
後
援
会
の
事
業
だ
け
で
な

く
、
2
つ
の
特
集
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
こ
の
5
年
間
の
出
来
事
と
し
て
忘

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
東
日
本
大
震
災
で
の
後

援
会
、
学
生
、
大
学
の
復
興
支
援
活
動
の
様
子

に
つ
い
て
。
も
う
一
つ
は
、
村
井
嘉
弘
宮
城
県

知
事
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
西
垣
克
宮
城
大
学

長
の
寄
稿
に
よ
り
、
今
後
の
大
学
の
進
む
べ
き

未
来
像
に
つ
い
て
で
す
。

ま
た
、
多
く
の
教
員
・
卒
業
生
の
方
か
ら
寄

せ
ら
れ
た「
声
」を
所
々
に
配
し
、
学
生
が
成
長

し
た
姿
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
後
援
会
員
だ
け

で
な
く
、
多
く
の
方
に
宮
城
大
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
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。
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す
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（
後
援
会
理
事　

編
集
委
員
長　

下
山
晴
朗
）

民間会社によって整備された水辺のパブリックス
ペース（ティブロンショアライン・パーク）と後方の
エンジェルアイランド

砂浜の平底船にデザインされたユニークな家
（手前角のゲストルームを間借りしていた）

ゲストルームから見るサンフランシスコ
湾の朝日とプライベートビーチ

後援会15年のあゆみ

「息吹Ⅱ」を
発刊しました

今年度の新規就
職活動支援策とし
て、（株）リアセック
社に委託し自己分析
診断検査（以下、Ｒ-
ＣAP）が実施されま
した。
このＲ-ＣＡＰは学生自身が自分を知る目的で行う職

業適性診断などのための心理テストであり、本学学生
にとって重要な内容と考え採用致したものです。大和
キャンパスでは昨年12月25日（火）、太白キャンパス
では今年1月15日（火）にそれぞれ専用用紙を配布し、
学生が各自解答して後日回収をするという形で実施さ
れました。対象は学部３年生で、大和キャンパスでは
182人、太白キャンパスでは121人の学生が参加しま
した。その後、2月1２日と1３日の２日間に渡って両
キャンパスにて解説会も開催されています。
この取り組みに関する学生へのアンケ－トを参照す

ると、R-CAPは97％が概ね就職活動に役立つと回答し
ており、その解説会に対して100％の学生が満足し必
要性を感じていたことが分かり、学生らが自身のこと
をよく知り、客観視される術としてＲ－ＣＡＰの導入
は有効であったと考えております。

（キャリア開発副センター長・藤原正樹 ・須田義人）

新規就職支援 後援会で費用を助成
自己を分析し的確な職業選択を

今年度の合同企業説明会は、昨年12月と本年1月の2回にわたって開催され、
合わせて99社の企業、延べ424人の学生が参加しました。昨年度に比べて参加
企業数が22社増加しただけでなく、業種も多様化してきており、企業の本学に対
する信頼感が高まっていることを改めて実感致しました。
学生の訪問企業数は平均して約3.5社であり、参加学生のアンケートを見ると、

昨年12月時点では「イメージでなく実際の企業像を知ることができた」「業界・企
業研究の重要性を感じた」などが多かったのですが、本年1月時点では「採用スケ
ジュールを確認できた」など、より実践的な感想が増加しました。また、約6～7割
の学生が説明会に参加した企業の「会社説明会に参加したい」「エントリーしたい」

と回答しており、学生にとっても有意義
な説明会になったことがうかがわれます。
今後とも、よりより良い企業説明会

となるよう工夫していきたいと思いますの
で、引き続きのご支援をよろしくお願い
申し上げます。

（キャリア開発センター長  田邉信之）

事業構想・食産業学部合同で2回実施
合同企業説明会に多数の企業・学生が参加

新規就職支援　 Ｒ-ＣＡＰ実施後に行われ
た解説会＝太白キャンパス

企業の説明を熱心に聴く学生開催のあいさつ
をする西垣学長



i n f o r m a t i o n

平成25年4月3日（水）午後12時10分
より、大和キャンパス大講義室におい
て、新会員を迎え、平成25年度後援
会総会を開催致します。議題は平成
24年度事業報告・決算報告、平成25
年度事業計画・予算案などです。ご
出席くださいますようご案内致します。

平成25年度
後援会総会を開催します

平成24年度 卒業記念事業を実施しました
◎大学への記念品
大和キャンパス●テーブル付き電子レンジ4台
　　　　　　　　（学生ラウンジへ設置）
太白キャンパス●ワンタッチ式テント１張
　　　　　　　　折りたたみテーブル・ベンチセット　４組

◎卒業生への記念品　 印鑑（ネーム印・訂正印）

◎謝恩会費用一部助成

 平成 24 年度　就職内定状況　平成 25年 3月 1日現在

学部・学科・コース
卒業
予定
者数

就職
希望
者数

内定
者数 内定率 前年度

同期
左記内定者の
県内外比率
県内 県外

看護学部 看護学科 99 93 90 96.8% 97.8% 68.9% 31.1%

事業構想
学　　部

事業計画学科 93 83 79 95.2% 97.7% 48.1% 51.9%

デザイン
情報学科

情報システム
コース 16 14 14 100.0% 86.7% 50.0% 50.0%
空間デザイン
コース 35 28 25 89.3% 94.1% 32.0% 68.0%
デザイン情報
コース 46 39 36 92.3% 93.8% 50.0% 50.0%

食産業
学　部

ファームビジネス学科 44 39 39 100.0% 97.1% 48.7% 51.3%

フードビジネス学科 54 51 49 96.1% 98.0% 28.6% 71.4%

環境システム学科 35 27 24 88.9% 100.0% 62.5% 37.5%

学　　部　　計 422 374 356 95.2% 96.8% 50.8% 49.2%

研　　究　　科
修了
予定
者数

就職
希望
者数

内定
者数 内定率 前年度

同期
左記内定者の
県内外比率
県内 県外

看護学研究科（前期課程） 4 4 3 75.0% 100.0% 33.3% 66.7%
事業構想学研究科（前期課程） 22 22 20 90.9% 85.7% 45.0% 55.0%
事業構想学研究科（後期課程） 1 1 1 100.0% 0.0% 100.0% 0.0%
食産業学研究科（修士課程） 14 13 12 92.3% 100.0% 41.7% 58.3%

大　学　院　計 41 40 36 90.0% 90.9% 44.4% 55.6%

髙橋　妙理（看護学部1年）
第46回全国学生躰道優勝大会（主催：NPO法人日本躰道
協会、後援：文部科学省）において、女子個人実戦競技の
部で優勝し、かつ優秀選手賞を獲得
標札デザインプロジェクト　10人（任意団体）
日本デザイン学会秋季企画大会において「標札デザイン」
が「思索的で賞Reflective Award」受賞。（標札デザイン」
は仮設住宅に住む方々の家族の証となる「標」をつくる（仕
組みをつくる）というプロジェクトである）
Team A Book　31人（任意団体）
南三陸町戸倉長清水の集落再生•復興支援活動として、地
域住民の新たな生活設計を視野にいれた「ナガシズ ス
ケープ」ワークショップ、「逃げ地図」ワークショップなど、
新しい地域デザインを模索した多様な活動がデザインプ
ロジェクト「A Book for Our Future, 311」として多く
の人に認知され、2012年度グッドデザイン賞受賞。

照明探偵団 in 仙台実行委員会　7人（任意団体）
「照明探偵団シンポジウム in 仙台」の開催に当り，主催者
として活動した。「震災後～暮らしの中の灯りを考える」
をテーマとして多くの人から好評を得た。
＠グリーン（アット・グリーン）　24人（任意団体）
仮設住宅入居者の自立を支援する「農業支援プロジェク
ト」へ参加、農と食の専門知識と技術を生かした支援を行
う。大学祭で、坪沼産のかぼちゃで作ったクッキーを被
災者と一緒に約300袋を売り切り、売り上げを活動に参
加した被災者へ全額贈呈した。また、加工実習でソーセー
ジ、みそ作りなども実施、大変喜ばれている。　
宮城大学軟式野球部　23人（サークル団体）
創設８年目にして全日本軟式野球選手権で地区代表とし
て東北大会へ出場、準決勝まで進出し、ベスト4入りを果
たした。

在学中に研究活動、
課外活動、社会活
動において顕著な
成果をおさめ、大学の名誉を高めた学生に対して、学長賞、
学長奨励賞が贈られます。今年は、震災復興支援のプロ
ジェクトチームとして継続的に支援活動を続けてきた団
体の受賞が目立ちました。受賞者を紹介します。
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編集後記

私が宮城大学に赴任して4年が過ぎようとしています。初
めて迎えた新入生がこの4月に社会人としての一歩を踏み出
します。

私はマーケティング分野の授業やゼミナールを担当して
いますが、常に意識して学生の皆さんに伝えようとしてい
る視点がいくつかあります。「ものごとには様々な見方があ
る」「白黒をはっきり付けることは難しいとき少しでも『より
良い』選択を目指すことが重要だ」などです。

そして、卒業生たちには、「緩くつながろう」と呼びかけ
ています。固いきずなも良いけれど、張りすぎた糸は切れ
やすい。緩くしなやかなネットワークを縦横に拡げていく
ことも楽しいはず、と考えるのです。

今はSNS（Social Networking Service）を使ってどこかで
誰かと何となくつながっていられます。授業やゼミナール
で、個々人の力を鍛え、チームの中でも十二分に活かすこ
とに注力している宮城大生だからこそ、緩やかなつながり
の中からも、新しい何かを創造することができるのだと信
じています。

　もう二年、まだ二年。さまざまな思いの中で、
また、３．１１が巡ってきました。
　その日メディアで震災関連のニュースがいろい
ろ伝えられました。前に進もうにも、厳しい現実
に直面し右往左往している被災者の何と多い事で
しょう。時間の経過とともに記憶が薄れるのは人
間として当然のことですが、意識して震災を記憶
に留め、自分ができることを考えながら被災地に
気持ちを向け続けて行かなければならないと思い
ました。　　　　　　　　　　　　　　   （S・I）

教員からの一言

緩やかにつながって
いきましょう
事業構想学部准教授　　高 力  美 由 紀

2012 学長賞・学長奨励賞

学生1人と
５団体が
受賞

学長
賞

学長
奨励賞


